
　「国屋ポンプ場及び国屋配水池築造工事（湖北地区給水改善事業）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成3年（1991年）～7年（1995年）

　湖北地区には、長江簡易水道・秋鹿簡易水道・大野簡易水道・津ノ森簡易水道があ
り、いずれも水源に乏しく、農業用溜池や砂防ダムなどに依存していた。
　長江簡易水道給水区域に隣接する打出町には、島根県運転免許センターや湖北中学
校などの施設が建設する計画が立案され、長江簡易水道の給水区域を拡張するととも
に、不足する水量日量200㎥を松江市水道事業からの分水で賄う変更認可を平成2年度
に島根県知事に申請し、認可された。
　湖北地区への分水並びに市が開発した住宅団地（南平台）の直圧給水化を図るた
め、国屋町地内に国屋ポンプ場並びに国屋配水池（低区2,000㎥、高区200㎥）を築造
した。

国屋配水池（2,200㎥）

高区満水位標高：66.00ｍ

低区満水位標高：50.00ｍ


